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マチヅクリノタネ 

■ 八尾まちづくり展

         「マチヅクリノタネ」

「八尾まちづくり大学」これからが山場 
「まちづくりセミナー」折り返していざ第４回へ 

 八尾まちづくり大学では、第１回セミナーに引き続き、第２回セミナー
（10月13日）、第３回セミナー（10月20日）が行われました。 
　前回の第２回セミナーでは「観光」をテーマとして取り上げ、「なぜ今八尾
において観光交流について考えることが必要か？」という根本的な問題提
起から始まり、私達が八尾のまちにした具体的な提案（100を超えるアイデ
ィアを「提案カード」として提出）についての議論がされました。今回で第３
回目となるセミナーは第１回とは異なるワークショップ形式で、参加者がよ
り積極的に議論に参加し、活発な意見交換がされました。「生活」をテーマ
として、進む少子高齢化とどう向き合っていくか、現状と問題点を話合いな
がら、より住民の方の日々の思いに肉薄した熱い議論となりました。 
　次回第４回（11月11日）では、今後のまちづくりのリーダーとして活躍し
ていただけるよう、より実践的な体験ができるワークショップを計画中で
す。 
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■ 八尾まちづくり展

         「マチヅクリノタネ」

10月13日から12月2日まで、八尾旧町の「ふらっと館」でまちづく
りの展示を行っています。私たちが見つけた八尾の魅力を伝え、そ
してその魅力の種を育てていってほしいという思いから始まりまし
た。今までの調査・提案をまとめたものや、旧町全体のガリバーマッ
プに加え、セミナーの様子も順次更新していく予定。 

第２弾新宿プロジェクト始動 
「新宿区景観まちづくりガイドブック」へ 

 2006年4月24日に幕開けた新宿
プロジェクト第１弾の「景観形成方
針」の作成は、2007年10月5日、新宿
区への提出をもって一段落しました。 
　当初約1ヶ月の短期集中プロジェク
トとのことでしたが、なんと1年半の
年月をもって完成。感慨もひとしおで
す。そして続く第２弾「新宿区景観ま
ちづくりガイドブック」の作成が11月
2日スタート。これまでの調査結果や
提案をベースに、各地域の景観特性と
意義、魅力を一般区民向けにわかり
やすく伝えるものとして、書籍としてま
とめます。今までの作業とはまた一味
違った今後の躍進に乞うご期待。 

　　「新宿区景観まちづくりガイドブック」 
　2007年度末にかけて各地域（四谷、箪笥、榎、落合第一、落合第二、
柏木）ごとに１冊ずつ作成。 
　これまでの調査結果をベースに以下を提示する。 
　　　○各地域の景観特性と意義、魅力 
　　　○景観に対する提案 

セミナーの様子

八尾まちづくり展
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京都まちづくりコンペ始動 
           トランジットモール実験視察 

ナイトピクニック
           in 柏の葉
 多主体の接点となる『みち』

　  Ｍ1の9人は、1月に行われる京都まちづくりコンペに参
加します。それに先駆けて10月14日にコンペの説明会が行
われ、ナッタポン・山田・北村の3名が参加、同時に対象敷地
の調査を行いました。 
　対象敷地は市の中心 
部で1.5km四方と大き 
く、調査も外側をぐるっ 
と1周するので精一杯。 
それでも町家や路地・修 
景された道路などを見つ 
ける度に皆で議論が始ま 
る熱い調査となりました。 
　12時からは四条通でト 
ランジットモールの社会実験が行われ、通りにはウッドデッ
キが出現。ついに日本にトランジットモールが来たかと興奮
冷めやらぬ北村、空間を一瞬で変化させる作業員の姿に目
を奪われた山田、そんな二人に気を配りつつ記録を行うナッ
タポン。今後恒久的な整備がなされることに期待です。 
　さて、説明会ではまちづくり活動を行っている4地区の代
表者から、小学校の統廃合・マンションや町家の現状などの
説明を受けました。既にどこでもまちづくり活動が行われて
いて、それを理解しつつ新たな風を吹き込むのが参加者の
使命。当日いた参加者60名の殆どは近畿圏の出身、我々は
外部の視点から提案を行うことになります。 
　今後12月に1次選考、1月末に最終審査が行われます。 
 

　どうも。都市デザイン研究室廃人生活推進局担当の増田です。めっきり寒い季節になりましたが、みなさんいかがお過ごしですか？ 
秋といえば京都。ふらりと紅葉を観に行きたいですねー。ちなみに、京都のタクシーの運転手さんに伺ったところ、紅葉シーズンは12月の第一週がオススメだそうです。観光客も少なく、きれいに色づく頃合いだ
そうです。　皆さんお忙しいかとは思いますが、ちょっと息抜きに一泊京都一人旅なんてしてみるのもいいかもしれませんね。　　最後に発行が遅くなってしまって本当にすいません。 
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横浜BankArt 
　　ＵＤＳＹ2007 

 
　去る10月25日の夜。みなとみらいのイルミネーション
が輝く一画に、仕事を終えた社会人が続 と々集まる場所が
あった。横浜を舞台に将来都市と空間について分析と提案
を行う夜学、その名も「アーバンデザインスタディヨコハマ
（略してＵＤＳＹ）２００７」の開講である。　　　　　　　
　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　北沢教授の呼びかけ
　　　　　　　　　　　　　　　　のもと、若手のまちづ
　　　　　　　　　　　　　　　　くり専門家、行政職員、
　　　　　　　　　　　　　　　　関係の深い企業人、ま
　　　　　　　　　　　　　　　　ちづくりに強い関心が
　　　　　　　　　　　　　　　　ある市民など、幅広い
　　　　　　　　　　　　　　　　分野から集まった参
　　　　　　　　　　　　　　　　加者は予定の倍を超
　　　　　　　　　　　　　　　　える人数に達し、会場
として用意されたBankART NYKは異様な熱気に包まれた。 
　我らが都市デザイン 
研究室からも山田・北 
村・蛎灰谷・竹山・塩 
澤が、柏の空間計画研 
究室から佐古が、研究 
スタッフとして参加し 
ており、まちづくりを 
実践している方 と々の 
議論に毎回多くの刺激 
を受けている。スクー 
ルは12月13日まで、毎 
週木曜日に計８回行わ 
れる。 
　　詳しくは、BankART1929　↓ 
　　　　　http://www.bankart1929.com/ 

 

　北沢先生が指導する柏の葉都市デザインスタジオが始
まって約半年―　ついにスタジオでの提案が少しずつ実
現してきている。
　柏のデザインスタジオD班有志の3名（デザ研矢原、空
間研柏原、清家研石田）は、スタジオを終えた現在も千
葉大学フィールドセンター内の歩行者専用路を拠点とし
て、柏の葉高校、柏の葉公園住宅住民、千葉大学、桜並
木協議会といった『みち』に関わる多主体と共にまちづ
くり活動を継続中。

M1　北村修一 

Ｍ1　山田　渚

されるのが望ましいかを考える。１０月のナイトピクニ
ックに向けて、当班ではラグや当日製作したガラスの花
の配置を提案。ガラスの花にはLEDライトが内蔵されてお
り、昼間太陽光を蓄熱して夜間には暗いこのみちを仄か
に照らすというもの。
　１０月１４日にはガラスの花を設置したみちでナイト
ピクニックが行われた。夕方からの開催にもかかわらず
通りすがりの人も含めて多くの人が訪れ、その幻想的な
雰囲気を楽しんでいった。また、高校生の合唱も企画さ
れ、"多主体の接点となる場"というスタジオで提案され
た案が実現されていることにＤ班一同で感動を味わった。

９月２４日には
ピクニックワー
クショップが開
催された。ピク
ニックという名
の通り参加者は
徒歩にて街中を
散策し、各々の
『みち』の特徴
を把握した上で
どのように改善

今後４月には、これまでのワークショップ参加主体であ
った柏の葉高校・千葉大学・柏の葉公園住宅住民・東京
大学が企画段階から参加することを目指した地域密着型
のイベントが企画されている。

　　詳しくは、ブログ参照↓
　　　　　　http://happamichi.exblog.jp/
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